
バ ン ダ海 及 そ の周 辺 の プ ラン ク トンに つ い て

豊 島 友 光*・本 田 博**・入 江 春 彦

(昭和36年11月15日 受理)

A study on the Plankton of the Banda Sea 

        and Its Neighborhood.

Tomomitu  TOYOSIMA, Hirosi HONDA & Haruhiko  IRIE

   Investigations were carried out  in the  Western Pacific Ocean and the  Bands Sea. Results 

obtained are as  follows  from December 1955 to  April  1957. 

 1)  We found 143 species of 37 genera  in this region;  they are 73 species of 24 genera of 

   Diaotm and Trichodesmium, 57 species of  5  genera of  Dinoflagellata, and  13 species of  8 

   genera of Infusoria. 

 2) From measurements of 6 dominant diatom species, we found the cell-diameter in the 

   Western Pacific Ocean was larger than that in the Banda Sea, which being almost as large 

   as that in the North Indian Ocean. 

      The cells in the 2 first regions combined were higher than those in the last. 

 3) We found some specimens of Ceratium gibberum f. sinstrum, whose apical horn was 

   biramus.
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I緒 言

著者 らは既 にマ グロ漁場における環境要因 として重要 なプ ランク トンの 性状 につ いて報告1)し てきたが,

本研究は1955年 以降調査をつづけている バ ンダ海 とその 周辺海域におけるプランク トンの性状 について検討

したものである.

尚本調査 に際し」 研究資料採取に御助力を戴いた,長 崎水産高等 学校練習船長水丸船長本田政巳氏及乗組

員一 同に対 し,深 く謝意を表する.

豆 材 料 及 び 方 法

1955年12月 か ら1957年4月 の 間に3回 の調査で得た資 料であるため,観 甜点の設定 に不満足な点 もある

が,バ ンダ海を 中心 として,台 湾東部海域,フ ィ リッピン東部海域 に及ぶ42点 において,海 況観測 と開放 ネ

ッ 轡 による0・50mの プランク トン鉛直採集を行 った.採 集 され た資 料は同率に稀釈 し,種 の査定を行 い,

又各点の 出現組成を%で 表 わ した.更 に当海域冬期の形態 的特性を 検討するため 各点 に共 通 して比較 的出現

頻 度 が 多 か っ た,Chaetoceroscoarctatus,C.pervianus,.Rhigosoleniaalata,R.styliformis,

R.be「gonii,R・hebetataf'semispinaに つ いて測定を行 った.

*&糠 長崎水産高等学校

*口 径30糎=× ×13目 網地 .
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海況観測は操業上の都合により一部実施不可能の時もあ

ったが，毎日午前9時頃プランクトン採集と同時に行っ

た．

皿　考 察

　1）プランクトン組成（Tab191）

　旧観測点を通じて出現したものは，植物性では珪藻類24

属フ3種にTrichodesmiesm　sp．がバンダ海南部海域に若

二F見られ，動物では鞭虫類　（主としてCeratium属48

種）5属57種，浸液虫類8属13種の計3フ属143種であった・

　全般的にみて，各点に共通して見られたものは

Rhi20solenia　alata，　R．　alata　f．　indica，　R．

styliformis，　R．　calcar－avis，　R．　hebef．ata　f．

semisPina，　Chaetoceros　lorden2ianus，　C．　eoarctatus，

C．　pervianas，　llemiaulus　membranacass，　H．　hauckii，

AmPhisolenia　bidentata，　Ceratium　Pulchellum，　C．

aeflexum，　C．　trichoceros，　C．　massiliens，　Pyloeystis

Psendonoctilueaの16種で，　特にRhigosolenia　alata，

R．styliformisが優占した．

　又出現種のうち特にその分布の点で注目したのは，従来

その広活性から広く分布し，三期沿岸に大量出現するとさ

れているSleeletonema　costatamカS冬期しかも外洋（A

海域…Sts．1，2，11，工2．　B海域…Sts．6，7，9，工○）

に多量みられた．又Hemiaulor；s　membranaCUSについて

は，当海域に多産する事がALLEN＆E．　C．　CUPP（1935）

によって報告されたとされている2）が，本調査でもバンダ

海の各点及ハノレマヘラ近海の熱帯海域に多く出現した．

　更に従来寒海沿岸性とされている　Rhi20solenia　　　　Fi9！・Statlons　occuPied・

setigeraが，フィリッピン東方海域及セレベス，ハルマ

ヘラ沿岸海域にみられた．

　本調査海域を二分し，バンダ海域（○。一〇〇以南）をB海域，フィリッピン，沖縄台湾東方海域をA海域と

し，この二海域と前報の北部印度洋とのプランクトン組成を比較し℃みると，　AB両海域の間には大した岡

三がみられず，　わっかに鞭虫類において差異がみられた，　即ちA海域ではCeratium　furca，　C．

Pentagonum，　C．　longinum，　Pylocystis　CL　var．　inaequalisが出現し，　B海域にはRhigosolenia

eastracanii，　Cerati”m　canrielabrum，　C．　extensum，　C．　fusus，　C．　sumatranum，　C．　gibberam　f．

sinistrumが出現した．又同期の北部印度洋では，　Rhi20sOlenia　alata，　R．　calcar一一avis，　AmPhisolenia

bidentata，　Ceratiesm　Pulchel／um，　C．　r　inflexumL　Pylocystis　Pseudonoctiluca，　Chaetoceros　affinis，

C．coarctalecs，　C．　Pervianus，　Rhizosolenia　styliformisがあげられ，　Chaetoceros　lorenxiannsが北

部沿岸にのみ多産したが，本調査海域では比較的南方の熱帯域のバンダ海中央部，ハルマヘラ沿岸に多産し

た．

　北部印度洋二本調査海域ともにCeratium属を主とする鞭虫類が多い点で共通し，北部印度洋では

Planletonie〃a　sol，　Rhi20solenia　stolterfothiiが多く，本海域に多かった．R．　calcar－avis，　Hemiaulus’

membranacus，　Ceratii　m〃げ。々06ε7お，　C．　d6fge’xum，　Chaetoc6ros　membranacusが殆んどみられなか

った点で相違していた．

　2）　プランクトンの形態（Tabge　2，　F；gs．2，5）

　本海域の各部にわたって，極く普通に出現したChaetoceros　coarctatus，　C．　Pervianus，　Rhixosolenia

alata，’R．　styliformis，　R．　bergonii，　R．　hebetata　f．　semispinaの6種について殻巾を，又Chaetoceros
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coarctatus，　C．　Pervianusについては更に殻高を測定

し・面高と殻巾の壁画を求めた・求めた各計測値からは平

均値1標準偏差∴最高最低の範囲を得て，本海域の形態的

傾向田本調査とほぼ同期に計測された北部印度洋海域での

形態との比較から考察した．「尚測定結果の標準値は前山1）

と同様にE．C．　CUPP及び小久保2）によったものであり，

計測個体数は各種とも一定でなく，20～75個体（平均35）

であった．

a）　Chaetoceros　coarctatus

　細胞巾は測定値，測定範囲から見てA海域のものはやや

B海域産に比べ大型で，標準細胞巾に対しては，A海域で

は平均値からみてほぼ近似し，B海域では幾分大型も含ま

れるが平均値では小型であった．尚AB両海域ともに北部

印度洋産のものに近似し，特にB海域が著しかった．細胞

巾と殻高との比は，AB両海域ともに1：1～2で大差がみら

れず，標準値との比較ではCuppに比し殻高が大きく3倍

に達したが，小久保に近似した．北部印度洋産とも近似し

た．

b）　Chaetoceros　Pervianecs

　細胞癌は測定値，測定範囲からみて，AB両海域の差は

殆んどみられなかったが，僅かに

A海域のものが大であった，又標

準細胞巾に対してはCuppより小

さく，小久保と殆んど近似してい

た．又北部印度洋産のものに比較

してAB商海域とも小型であっ

た．又細胞巾と殻高との比は，A

B両海域とも差が見られず，標準

値に比べ殻高の最低限が同一であ

ったが，最大限は小さかった．又

北部印度洋産に比して面高が大で

あった．

c）　Rlai20solenia　alata

　細胞巾は測定値，測定範囲から

みてA海域はB海域より大型であ

り，標準値に対しては，B海域は

ほぼ近似したが，A海域は明らか

に大であった，又北部印度洋に比

し，AB両海域ともに大で特にA

海域が著しかった．

d）　Rhi20solenia　bergonii

　細胞巾は測定値，測定範囲から

みて明らかにA海域が大型であっ

た，又標準値に対しては，A海域

に大型の出現率が高かったが，ほ

ぼ近似していた，B海域は明らか

に小型のものが多かった．又北部
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① 本海 域 で 同定 され た も のは,植 物 性 で は 珪藻 類24属73種 とTrichodesmium　 sp.1種,動 物 性 で は鞭 虫 類

(Ceratium属48種 を 主 とす る)5属57種,浸 液 虫 類8属13種 で,計37属143種 で あ った.

② 本 海 域 各 点 に共 通 して 出現 した種 は,Rhizosolenia alata, R. alata f. indica, R. styliformis, R.

calcar-avis. R. hebetata f. semispina, Chaetoceros lorenzianus, C. coarctatus, C. pervianus,

Hemiaulus membranacus, H. hauckii, Amphisolenia bidentata, Ceratium pulchellum, C.

deflexum, C. trichoceros, C. massiliens, Pylocystis pseudonoctilnca等 で あ った.

③Chaetoceros coarctatus, C. pervianus, Rhizosolenia alata, R. bergoeii, R. hebetata f.

semispina, R. styliformisの6種 に つ い て細 胞 巾を 測 定 し た結 果,西 部 大 平 洋 産 の もの が バ ン ダ海 産

よ り大 で あ り,バ ンダ 海 産 の もの は 北部 印度 洋 産 の もの に 近 似 した.又 細 胞 巾 と殼 高 との比 はChaetoceros

coarctatus, C. Pervianusの 二 種 を 測 定 した 結果,本 海 域 産 の もの が 北 部 印度 洋産 に比 べ 殻 高 が 大 で あ

っ た.

④Ceratium gibberum f. sinistrumの 頂 角 の 又 状 分 岐 し た もの が 北 部 バ ンダ海 に お いて 少 数 個 体 み ら
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印 度 洋 産 に比 して も同様 で あ っ た.

e)Rhigosoleniahebetataf,semilspina

測 定 値,測 定 範 囲か らみ てA海 域 の 範 囲 が 非 常 に僅 少 で あ り,細 胞 巾 はB海 域 に比 べ平 均 してや や 大 型 で

あ っ た.標 準 値 に対 して は,AB両 海 域 とも大 型 で,北 部 印度 洋 に ほ ぼ近 似 し た.

f)RhigOSO'leniastyliformis

細 胞 巾は 測 定値'測 定 範 囲 で,A海 域 がB海 域 に比 し平 均 値 で わう か に大 で あ るが,ほ ぼ近 似 し た.標 準

値 に対 して 明 らか に両 海 域 と も小 型 で しめ られ,又 北 部 印 度 洋 に比べ て も小 型 で あ った.

以 上 の如 く,全 般 的 に みて 細 胞 巾はA海 域 が す べ て の種 類 に お い てB海 域 よ り大 き く,標 準 値 に対 し て は,

AB両 海 域 と もRhigosoleniastyliformisは 小,Rhigosoleniaalata,R・thebetataf'semispinaは

大,Chaetoceroscoarctatus,C.pervianusは ほ ぼ近似 し,Rlzi2'os'olenia'be'rgoniilまB海 域 が 小,A

海 域 が 近 似 した.又 北 部 印度 洋 の もの に比 較 す る と,B海 域 の ものはR痂080lθ 伽styliformisを 除 き殆

ん ど近 似 を しめ したが,A海 域 の もの は 大 型 の もの の 出現 率 が多 か った.更 にCkaetoceroscoarctatus,C.

Pervianusの 細 胞 巾 と殻 高 との 比 でAB両 海 域 の 差 異 は認 め られ な いが,北 部 印 度洋 産 の もの に比 べ る と

ChaetocerosPervianusの 殻 高 がや や 大 で あ った と言 え る.

(付記)CraZiumgibberumf,sinistrumに ついて

従来 この種 類は暖海 に広 く 分布する ことが知 られているが,本 調査海

域 で も,バ ンダ海域 のSts.11,15,19の 各点に見 られ た.こ の種の形

態 上の特徴4)は 頂角 が長 く,後 角が短 く,右 後角が著 し く背面 に攣曲す

るとされて居 り,本 海域 に出現 したものの 大部分は以上の点で一致をみ

たが,北 部バ ンダ海のSt.19で 採集 され たものの中2個 体がFig.2の

如 く頂角が又状分 岐 した 異状形態 の ものが見 られ た.こ れが特 に変種 で

あ るか どうか は出現数が 僅少の ため疑問で,単 なる晴形か と思われ たが

ここに書 きそえた.

ろ)海 況(丁able3)

調査が主体 を操業 にお いたものであったため,各St.に おいて各観測

項 目全般 にわ たり 完全実施 されなか った点 と,期 間が不連続であ った点

か ら,概 観 的な海域別の海況 について検討す るにとどめた.

水温 については,Om層,50m層 では,と もにAB両 海域の南北方 向に

差が見 られ,分 布状態か ら200・一一〇〇'以北,100-00'N～20。-00'N,

ユ0。-C0'N～10。-00'Sの 三海域 に分 け られ た.1007n,層 で緯度 別変 化は

認 め られな いが,季 節 的変化 がみ られ,各 観測 とも冬期か ら春 期へ と温

度 の上昇が 明確 に認 め られ た.

 \ 

 8 

           ...... : ; 

Fig. 4 Ceratium gibberum f. 
      sinstrum, collected in 
      Banda Sea (Sts. 11, 15 
      & 19). 
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